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1. はじめに 

タイではタクシーが人々の主要な交通機関の１

つとして根付いている．特に首都バンコクにおいて

は現在 82,318 台 1)のタクシーが走行しており，この

台数は東京で走行している 44,636 台 2)の約 1.84 倍

とされている（表-1）．また，人口 1,000 人当たりの

タクシー台数に換算して比較するとバンコクは東

京の 2.06 倍の数値になり，バンコクではタクシー利

用者が多いことがうかがえる．なお，表-1 で示すデ

ータは，タクシー台数についてはバンコク，東京と

もに 2016 年，人口についてはバンコクが 2010 年，

東京は 2015 年のものである． 

 

表-1 バンコク及び東京のタクシー台数と人口 

 タクシー台数 人口 3) 
人口 1,000 人あたり 

のタクシー台数 

バンコク 82,318 8,305,218 9.91 

東京 44,636 9,272,470 4.81 

 

一方で，タクシーに関していくつかの問題がある．

タイ政府が公表している“STATISTICS REPORT IN 

2016”4)に記載されているタクシーに対して寄せら

れた苦情のうち，上位 5項目のデータを図-1に示す．

これによると「乗車拒否」に関しての苦情件数が最

も多く，「運転手の態度が悪い」ことや「危険な運転」

についての苦情が次いで多かった．このことから，

乗車拒否をはじめとするタクシードライバーの勤

務態度がタクシー利用者にとって大きな問題にな

っていることが分かる． 

そこで本研究では，前述したタクシーに対する問

題の実態を把握することを目的とし，バンコク及び

その周辺地域を調査対象地域としてタクシードラ

イバーに対してアンケート調査を実施して，タクシ

ードライバーの行動特性を把握し，とりわけタクシ

ードライバーによる乗車拒否について，その原因を

分析することとした． 

 

 

図-1 タクシーに対する苦情件数 4) 

 

2. アンケート調査の概要 

バンコク及びその周辺地域で運行しているタク

シードライバーに対してアンケート調査をタイ語

で作成し，実施した．アンケート調査の概要を表-2

に示す．また，アンケート調査の主な実施場所は図

-2 に示す通りで，商業施設や観光地，空港周辺等の

旅行者の OD が集中しタクシーが多く運行している 

 

表-2 アンケート調査の概要 

調査対象者 タクシードライバー 

 調査期間 2018 年 1 月～2 月 

調査場所 
A 大学周辺、B 商業施設、 

C 観光地、D 空港周辺 

回答者数 76 

調
査
項
目 

(1) 個人属性：性別，年齢，勤務年数等 

(2) 勤務情報：収入，経費，勤務時間 

(3) 乗車拒否：乗車拒否の有無とその理由 

(4) 改善案 
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図-2 アンケート調査の主な実施場所 

 

場所を選定した．本アンケートでは，個人属性や勤

務情報については単一選択型，乗車拒否の理由や期

待する改善案については順位型の回答形式とした． 

 

3. アンケート調査の結果 

アンケート調査を実施した結果，76 サンプルを集

めることができた．集計結果の一部を以下に示す．  

 

3.1 個人属性 

回答者の属性として，性別は男性が 79.7%，女性

が 20.3%を構成している．年齢は 21～30歳が 55.0%，

31～40 歳が 19.7%で，若い年齢の人が大半を占め，

51 歳以上は全体の 1.4%と少ない結果となった（図-

3）．また，回答者の 97.3%が勤務年数 10年以下の経

験の浅いドライバーだった．これらの結果やアンケ

ート調査時の回答者の対応状況，具体的にはアンケ

ート調査を快く受け入れてくれた人が多かった一

方で，回答を拒否した人たちには年配と思われる人

が多く見受けられたことなどから、回答者の属性に

ある程度の偏りが生じてしまっていると思われる． 

 

 

図-3 回答者の年齢 

 

3.2 収支状況 

回答者の 1 日あたりの収入はおよそ 1000 バーツ

～1500 バーツ（図-4）である．しかし，回答者の多

くはその内給油費用として 1 日 200 バーツ以上（図

-5）の支出，さらにタクシーのメンテナンス費用（図

-6）が必要である．このように，収入に対する必要

経費の負担が大きいことが分かる．  

 

 

図-4 1 日あたりの収入の分布状況 

 

 

図-5 1 日あたりの給油費用 
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図-6 １か月あたりのメンテナンス費用 

 

3.3 乗車拒否に関する分析 

乗車拒否をしたことがあるかという質問に対し

て 64.3％が「ある」と回答しており，乗車拒否をす

る人の割合はやはり高いことが分かった（図-7）． 

 

 

図-7 乗車拒否をする人の割合 

 

次に，乗車拒否をする人の傾向を把握するため個

人属性や勤務状況別に乗車拒否の有無を見てみた

ところ，図-8～図-10を得た．性別では男性が女性よ

り乗車拒否をする人の割合が高く，大きな差異が見

受けられた．また，乗車拒否の有無とどのような時

にタクシードライバーが乗客を見つけやすいかを

質問した項目との集計（図-9）では，乗車拒否の有

無で「いいえ」と回答した人と比較すると「はい」

と回答した人の「週末」や「祝祭日」の回答割合が

僅かではあるが増加した．また，「雨の日」の項目は

「いいえ」では 0%だったのに対し「はい」では 20%

を占める結果となった．これらの結果は，タクシー

利用者からの需要が高まるときにドライバーから

の乗車拒否が多く生じることを表しているものだ

と考える．ここで，分布の差の検定を行った結果，

以上 2 項目については統計的に有意な差であること

を確認できたが，収入等その他の項目については有

意差を確認できなかった． 

 乗車拒否をする主な理由としては「目的地の交通

渋滞がひどい」「目的地までのルートまたはそのエ

リアに詳しくない」「目的地が自宅やタクシーステ

ーションから遠い場所にある」の３つの理由が特に

多くあげられた（図-11）．したがって，これらの課題

を解決することが乗車拒否の改善につながると 

 

 

図-8 男女別の乗車拒否割合 

図-9 乗車拒否の有無と乗客を見つけやすい日 

 

図-10 乗車拒否の有無別の収入

 

図-11 乗車拒否の主な理由 
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考えた．しかし，「目的地の交通渋滞がひどい」とい

う課題については道路環境の整備状況や個々人の

交通行動等様々な要因が関係していることが推測

できるため，本研究ではそれ以外の項目の改善案に

ついて検討する． 

 

3.4 改善案の考察 

図-11で示した課題を解決するためには，まずGPS

やスマートフォン上のアプリケーションなどの ITS

技術を利用した配車サービスの導入が効果的と考

えられる．この理由は，配車サービスを利用するこ

とで乗客の依頼内容をドライバーが事前に把握で

き，乗車拒否の改善が期待されるためである．また，

ドライバーが希望する運行エリアを車体に表示す

ることでも乗車拒否の改善につながるのではない

かと考える．この理由は，ドライバーの希望しない

場所への乗客からの運行依頼を避けることが期待

できるためである．実際にアンケート結果を見ると

それらの回答割合は他の項目に比べて高かった（図

-12）．このことから，乗車拒否を減少させるために

はタクシーのシステムの改善を図ることが重要で

あると考える． 

 

 

図-12 期待するタクシーのシステム 

 

4. おわりに 

4.1 まとめ 

 本研究では，タクシーに関する問題の実態を把握

することを目的としてタクシードライバーを対象

にバンコク及びその周辺地域においてアンケート

調査を実施した．調査の結果，タクシードライバー

の行動特性について把握することができた．また，

乗車拒否をする人が多く存在していることは確認

できたが，乗車拒否をしている人の傾向を分析する

ためにはサンプル数が少なく，十分な結果を得るこ

とができなかった． 

 

4.2 今後の展望 

 今回の研究では，対象地域内を運行しているタク

シードライバーに対して直接アンケートをとる方

法を試みたが，タクシー会社へのヒアリング調査等

を行うことで，より有効なデータを得られるのでは

ないかと考える．また，タクシードライバーに対し

てのみではなく，タクシーの利用者に対してのアン

ケートも実施することにより，両者の回答結果を比

較した分析をすることも重要だと考える． 
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